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タウンミーティング議事録  

 

１  日時  

令和６年１月２７日（土）午前１０時から１２時００分まで  

 

２  場所  

  流山市役所  

 

３  出席者  

（１）特別職等  

井崎市長、石原副市長、田中教育長  

（２）部局長等  

須郷総合政策部長、伊原健康福祉部長、竹中子ども家庭部長 、  

伊原環境部長、梶まちづくり推進部長、池田土木部長、  

大塚教育総務部長、南学校教育部長  

（３）事務局（秘書広報課）  

若林次長、軍司課長補佐、星野主任主事、中村主事、  

金子会計年度任用職員  

 

４  来場者数  

  １８名  

 

５  質疑回答  

  裏面のとおり  
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Ｑ  市民  

本日は貴重なお時間ありがとうございます。  

私から３つお話をさせていただきたいことがありまして、 1 つ目

が、保育園とかすごく多くなって子どもも増えてきているんですけ

ど、数が足りないものが幾つかあるかなと思っております。中でも、

小児科、子どもを診れるような病院、耳鼻科とかが少なくて、予約が

取れない状況で非常に困っております。妻から聞いた話ですと予防接

種とか検診とかそういった大事な予約がなかなか取れなくて、予約開

始の時間ぴったりに予約ボタンを押さないと、取れないと 。もう数十

秒、１分遅れてしまったらその日は取れないという状況がありますの

で、何とかそこの数を増やすような形を運営していただきたいなと思

います。  

医療従事者の方々からも小児科はなかなか採算がとれないというふ

うな意見を伺っていますので、そこに対しての補助とか支援とかとい

うのを検討していただければ思います。  

２つ目が、ふるさと納税に力を入れていただきたいなと思っていま

す。少し古いデータで言うとホームページで見たんですけど 令和４年

度で確か 4 , 5 0 0 万円の寄附が集まっているというようなデータを見せ

ていただいたんですが、やっぱり全国でトップを走るような自治体は

1 0 0 億円を超えるような寄附を集めているので、どうしても流山の市

民から外に出ていく、ふるさと納税で出て行くお金ってすごい大きい

と思うんですけど、ぜひ他からも寄附が集まるように、頑張っていた

だきたいなと思います。  

よくふるナビとか、 C M をよくやっているサイトで検索したら流山の

名前が出てこないサイトもいくつかあるので、その辺りもぜひ力を入

れていただきたいと思います。  

あと３つ目が個人的な話になるんですけど、家の近くの交差点で事

故が非常に多いところがありまして、何度か直接、土木 部へ連絡いれ

さしていただいたんですけど、カーブミラーの設置を要望したいなと

思っております。  

 

Ａ  市長  

まず、小児科ですけどもこれはもう全国的にとにかく少ない 。少子
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化対策をやっているはずの日本で、小児科になろうと思うお医者さん

が少ない状況を作っているというところが、そもそもの問題だと私は

思っています。これに対して、流山市は、小児科と産婦人科を、もう

コロナの前から毎年誘致をすることで、かなりの企業誘致を千葉県最

高レベルで、特に本社機能を移していただく場合に、固定資産税、都

市計画税の納付額に相当する額を７年間交付する形で、千葉県の中で

はトップ、ないしは第一線級にいろいろお出しして誘致を進めている

んですが、産婦人科と、小児科についても同じことをしていて、出て

くる方にもそうですし、その方に建物を建てて、その後、産婦人科や

小児科に貸し出していただけるオーナーさんに対しても、補助して、

小児科はですね毎年、 1 診療所から 2 診療所進出をしてきているの

で、人口的には、ようやく追いついてきたレベルなんですけれども、

小児科全体が足りないということと、流山市は、出生率も高いですの

で、そういう点で、まだ不十分だということで、この立地促進・誘致

に関しては、継続的にこれからもやっていくということでおります。

かなり大型の小児科のある産婦人科も、 1 年後にオープンする形で、

ここが、多分市内で一番大きなものになると思います。そういうこと

で準備を進めておりますけども、とにかくお医者さん不足で、これだ

け誘致策を進めても、そもそもお医者さんがいないので、歯医者さん

ですと、やっぱり人口の増えるところへもうどんどん来てくださるん

ですけど、お医者さんがいらっしゃらないという状況ですけども誘致

策を進めて、比較的近隣では着実に増えている方です。今言われたそ

の国の制度を補完する形で、流山だけ例えばプラスアルファの診療、

診療報酬に対してプラス加算をしていくというところは、それが可能

かどうか、この他のお医者さんとの関係もあるのと、法 律的にどうな

のか、検討してみたいと思います。  

ふるさと納税は、私の方から概要を申し上げます。 一昨年はです

ね、約 9 億円の赤字で、去年はですね、 1 0 億円超の赤字になっていま

す。どうしても牛肉とか海産物のあるところへ、お金が流れて、流山

市の場合は、例えば、具体的にファンケルの化粧品、サプリメントと

かがあります。ふるさとチョイスと、もう 1 社ぐらいですかね。広告

出しているのは。効率のいい、大きなところ、 2 社には出しているん

ですけども、かなり様々なものを拾い上げて、おそらく皆さんは、こ
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んなもの流山で作っていたんだということになるものだと思うんです

けども、海産物や牛肉にはかなわないというところで、これからさら

に経験・体験とかですね、様々なものを検討し、業者についても、よ

り積極的にやってくださるところに委託をして、何とかこの赤字幅を

小さくしていこうということで、取り組んでまいります。 1 0 億円赤字

って、とても大きいので、流山市民の市税で皆さんが、固定資産税や

なんかいろいろ含めてですね、あるいはたばこを吸われる方もいろん

な方がいろんな形で、流山市に税金を払ってくださる金額が、今年度

は 3 3 5 億ぐらいなんですね。そのうち 1 0 億、ふるさと納税だけで流

出しているというのは、本当にもう、私は制度がおかしいと思ってい

ますが、でも、制度としてある以上は、これに対して何とか対策を取

ろうということで今努力はしています。  

ぜひ、流山市外から受け、流山市に寄附していただけるような仕組

みを作ると同時に、あと具体的に流山市民でも、返礼品はありません

けども、税控除はありますので、ここに使って欲しいという基金で何

をしますということでリストアップしてありますので、 そういったと

ころにもご寄附をいただければというふうに思います。趣旨はご もっ

ともで、私も、職員一丸となって手を打って差を小さくする努力をし

ているとこですので、また何か新しいメニューが出たときはぜひご確

認いただいて、応援いただければと思います。  

 

Ａ  健康福祉部長  

先ほどの小児科のことについて私の方から市長からお答えしたとこ

ろに少し補足をさせていただきたいと思います。  

実際に小児科の予約がなかなか取れないという状況は、聞き及んで

おります。それこそ、時間までスマホスタンバイして、それでも取れ

ないっていうお話は数々聞いておりまして、結果、予約制でない、少

し遠くの小児科に駆け込んだりということも起きているっていうこと

を聞いております。ご不安を考えると非常に胸が痛いというふうにい

つも思っているんですが、なかなか解決ができずに今に至っておりま

す。  

実際ですね、先ほど市長からも申し上げましたけども小児科が不足

しているっていうのは非常に全国的な課題で、近隣においても度合い
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の差はあるんですけれども、やはり同じような状況が発生していると

いうふうに聞いています。今、特に夜間の急病時のご不安もひとしお

だと思うんですが、そこについて、なかなか解決は難しいんですが、

例えば、ある程度広域で隣接している自治体も含めて受けとめていた

だける方法を考えるですとか、それから夜間の小児の急病のことも含

めてですね、今の流山市医師会と今後どういう方向がいいのかという

こと含めて、相談をしている状況です。なかなか解決策は難しいんで

すが、引き続き、医師会と相談をしながら考えていきたいと思ってお

ります。今日は貴重なご意見ありがとうございます。  

 

Ａ  土木部長  

カーブミラーの要望ですけど、土木部の道路管理課というところが

担当となります。  

今回のタウンミーティングを終わりましたら、場所 と連絡先を教え

ていただければ、後日、現場の方を確認して、対応を考えたいと思い

ます。  

 

Ｑ  市民  

今日はありがとうございます。  

私からも３点ほど今日お話したいなと思っておりました。  

１つ目が、最初に市長からお話がありました災害の関係でございま

す。私自身も１日からそこの震災の対応の仕事でずっとやっておりま

して、石川にも行きましたけどやっぱり本当に今回の 震災は、断水が

一番の課題だと思っております。これまでのいろんな災害に比べてで

すね。それで、もともと千葉とか流山って地震でよく揺れるところで

あります。私どももよく自治会とかでいろいろ話すんですけど、まず

１つ目で、災害の備えということでお願いしたいのは、井戸っていう

んですかね、簡単に意外と掘れるんですよね。  

水がすぐ出るんですけど、その公園とか自治会とかですね、 あるい

はマンションとか、こういったところで推奨して欲しいなと。それ

で、お金は我々多分、自治会とかみんなで何とかするんですけど 、例

えば、公園でそんなもの作っていいのかどうかとかですね、誰にお願

いしたらいいのかとかですね、そういったことが全くよくわからずに
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ですね、いろんなそういった手法を教えていただいたら、私ども自分

たちでできることは自分たちでお金出し合ってやっていきたいという

ふうに思っております。それからお水に限らず、例えば今太陽光パネ

ルのっけている人が結構多いんですね。我が家もそうなんですけど、

そういう災害があったらうちの太陽光の電気はですね皆さんに開放し

ますよっていう、玄関にシールを貼ったりとかですね。  

だから、そういったお金を使わずにいろいろできることはきっとあ

ると思うんでぜひやって欲しいなというのが、１点目です。  

２点目がですね住民のいろんな若い方の力をもっと活用できるよう

にして欲しいなと。あと、うちのおおたかの森西４丁目自治会はもう

役員が大体４０代から５０代ぐらい。あと毎年お祭りも相当一生懸命

やっていますけど、これも大体３０代４０代、私どもが中心なんです

けど、そういう意味では、昔の高齢者の方々が役員やってい る形では

もうなくなっていてですね、その代わりに平日皆仕事しているんで、

例えばいろんな自治会や市役所の打ち合わせとか、申請書の提出と

か、いろんなものが平日用になっているわけですよね。あるいは紙ベ

ースになっているわけですよね。  

そういう意味ではメールとかですね、あるいはいろんな z o o m とか

ですね、電子的なものにどんどん変えていっていただけると、自治会

活動ももっとスムーズにできるなと。あとは、他の自治会と違って、

同じ人がずっと役員やっているわけじゃないんで、わからないことも

いっぱいあるんで、コンシェルジュ的なですね、ご相談に乗っていた

だけるような人がいたらいいなと。  

それから３番目なんですけど、先ほどふるさと納税のお話もありま

した。できれば税金でですね、ちょっとずつ市から少し１割２割出ま

すよっていうことではなく、ふるさと納税とかクラウドファンディン

グとか、いろんなアイデアを使いながらですね、あんまり税金に頼ら

ずにですね、我々もいろいろ協力はできると思うんで、そういうまち

づくりをですね、やっていただけるとありがたいなと。以上 ３点でご

ざいます。  

 

Ａ  副市長  

今日担当部長が、実は、災害派遣で能登町に行って いますので、私
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の方からお答えをさせていただきたいというふうに思います。まず私

の方も、災害というのはですね、いつ何時来るかわかりませんので、

日頃の備えが最も大切だというふうに思っております。 流山市では、

防災危機管理課という課をつくりまして、今日その人間も 能登に行っ

ているもんですから、お話をできないんですけども。防衛省から派遣

をしていただいて、防災対応のプロの人間を雇わせていただいており

ます。実は、防災井戸というのは流山市も推奨しております。年間自

治会単位で、申請をしていただいて、そして、全額まではいかないん

ですけどもある程度の金額は、助成をさせていただく。おそらく深井

戸である程度飲めるようなっていうところになりますと、水の水質と

その管理が実は大変でございまして、滅菌をするための機械をつける

とかそういう形がないと、飲み水には使えません。ただ能登町で一番

困っているのは、トイレを流すときの水という話だったので、そうい

うものであれば、そこまで費用をかけずに、できるかなというふうに

思います。  

公園に設置できないかっていう話ですけれども、公園に設置できま

す。今日まちづくり推進部長もおりますから、異論があれば言ってい

ただきたいんですが私の経験上ですね、公共的な団体、つまり自治会

が、公園の一部にこういうものを作りたいというものがあれば、ぜひ

申請をしていただいて、これは対応させていただきますので、ご検討

をぜひお願いしたいと思います。  

それから、太陽光パネルについては、詳しくは環境部長からお話を

させていただきます。  

それから、若い人の力を活用したまちづくり、特に連絡ですね、今

私ども市役所に行かない、出張所に行かない、行かないで対応できる

まちづくりを進めております。従って電子申請やメールによる問い合

わせなど、可能な限りそういうものを活用して、平日働いている方が

自治会活動になっていてですね、休んで、市役所の窓口に来るってい

うのは大変です。正直言いまして。仕事も今 L I N E や Z o o m を活用し

てですね、対応できる状態になっておりますので、私どもとしても、

各申請や会議についても、 A I を活用した業務を進めているところでご

ざいます。  

具体的には、私どもはコミュニティ課が自治会担当なんですけれど
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も、そこで回覧版を、電子回覧版をできないかとか、実用的にもう今

幾つかのところでは取り組みを進めておりますけれども、 1 例を申し

上げますとそういうことも推進して、書かない窓口、こない市役所 と

いうことで、こなくても書かなくても対応できるようなものを進めて

いるところでございます。  

それからふるさと納税については今日総合政策部長 がおりますの

で、後程詳しくお答えしますが、先ほど市長から申し上げましたよう

に、ふるさとチョイスで義援金は今日現在だけでも約 1 , 4 8 0 万円集ま

っております。ふるさとチョイスだけでなくて、さっきど なたかが、

ふるなびという話が出たんですけど、ふるなびは登録してないんです

ね、実は契約をしないとこれできないシステムになって いまして、

今、ふるさとチョイスと楽天の２つは契約し、使っているんですけど

も、その他についても、できるだけ多くの皆さんにご利用いただける

ような仕組みは、引き続き検討させていただきたいと思います。  

 

Ａ  環境部長  

環境部の方では、太陽光あるいは蓄電池ですね、そういったものを

推奨しています。災害はもちろん、停電とか、そういった状況になっ

た場合には役に立ちますし、環境部ですので地球温暖化対策として、

省エネという形で、非常に役に立っております。  

環境部では、そういったものを設置する方に対しまして、補助金を

出しておりますので、そういったものをぜひ活用して、災害に強い、

それから地球温暖化に役立つということで、皆さんにお願いしたいな

と思っておりますので、もし何かあればですね、環境部の方にご相談

いただきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。  

 

Ａ  市長  

先ほどご提案の、災害時の電気の共有、オンライン対応については

能登に行ってしまっている市民生活部長の方に伝えて、検討させるよ

うにいたします。  

 

Ａ  総合政策部長  

先ほど税金に頼らない、市民の皆様のアイデアを使いながらまちづ
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くりということで、クラウドファンディングというご提案いただきま

したけれど、こちらにつきましては各自治体で、いろ いろな事業にお

いて、クラウドファンディングを実施しているところがございます。  

本市におきましても、実行委員会でやる事業ですとか、そういった

もので、寄附を集めていたりと、そういったものも行っております。

今後は、このクラウドファンディングにつきまして研究 をしてです

ね、市民の皆様の協力を得ながら、進めていく事業も考えていきたい

と思っております。  

 

Ｑ  市民  

まず、最初に「流山がすごい」という本を読んで、井崎さんのファ

ンになりまして、今日このような形でお会いできて大変嬉しいです。  

豊四季にもともと実家があって、私は絶対にこの町に住みたくないと

思いながら生きてきたんですけど、まさかこんなに実家が育つなんて

と今思っております。価値も上がっていますし、住みたいまちと自分

でもすごく思うので、自慢ができるまちに育ててくれた井崎さんに感

謝しかありません。ありがとうございます。  

私今日言いたいこと３つ用意してきたんですけど、小児科が一番言

いたいことだったのでそれとは別にちょっと３つご要望ということで

言わせていただきます。  

１点目が、私、５歳と２歳の息子がおるんですけども、やっぱり、

今後の話って言うんですかね、小児科とかもそうなんですけども、学

童がきっと多分足りなくなるのかなと。学童も多々あり、質の問題も

出てくるので、やっぱり質と量両方確保できるような形でご検討いた

だきたいなと思っております。  

２点目に、習い事ですね。例えば、水泳習わせたいと思っても、駅

前はもう芋洗い状態で、ちょっと離れたところに行かすと結構大変で

親の負担も大きいですし、平日働きながらだと難しいですし、やっぱ

り土日に通わせられる習い事がもう少し充実したらいいのになと思 っ

ております。  

３点目が部活動なんですけども、私が住んでいたその小学校が早速

なくなりましたって話を人から聞いて、だんだん今、部活自体が小学

校中学校でなくなってきていると最近知りました。  
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やっぱり小学校の時って、何も知らずに何となく入る。それで好き

になるっていう過程の中で、やっぱり趣味がどんどんできていくので

そのきっかけになる小学校で部活がない、中学校で部活がない、ずっ

と帰宅部だってなっちゃうと、趣味がない人がたくさん育っていって

しまうのかなという懸念がございます。なので、地域での活動が増え

ていくという話も聞いているんですが、そこはやっぱりぜひやってい

ただきたいなと思っております。  

 

Ａ  教育総務部長  

学童についてお答えします。まず、学童につきましては、今、小学

校３年生まで、あと障害をお持ちの方なんかについては優先的に、入

るような政策をとって実施しております。その結果、今年度も待機児

童は出ないような形で、量は確保しております。  

その他、質につきましても、指定管理者ということで、５年ごとに

見直しをしながら、運営をする法人を選定して、運営しております。

その中でやっぱりその運営をする方に合わせ、支援員とかに対しても

質の向上を図るために、研修等を実施したりとかして 、質の向上、あ

と量の確保についても、なるべく待機児童が出ないような形で、確保

しながら、今後も続けていきたいと考えております。  

 

Ａ  学校教育部長  

私、元教員でございます。部活には、かなり熱をいれてやったもの

なので、おそらく、お気持ちは同じところかなと思います。一方で 、

国が推奨している部活動の地域移行っていうのがありまして、学校が

すべてを抱えるのではなくて、地域がそういった子どもたちの活動を

引き受けていくということで、学校の中身のスリム化も含めて、全国

的に進めている最中でありまして、流山市についても、その方向で進

めているところです。ただこれは部活動を廃止するとかっていうこと

じゃなくて、やはりスリム化はするんですけれども、子どもたちの活

動っていうのは保障しながら、今、流山市が進めているのは、中学校

の土日の部活動を何とか地域にもっていけないかというところを進め

ているところなんですけども、時間がかかることではあるんですけれ

ども、子どもたちの活動の場は保障しながら、地域との連携も図りな
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がら進めていきたいと考えております。ありがとうございます。  

 

Ａ  市長  

習い事でこれは民間の需給ベースになっていきますけれども、進出

しようと考えているところも、いろいろあると思います。それから場

所探しをしているところ、それで折り合いがつかないとかいろいろあ

ると思いますけども、１つ皆さんにやっていただけることは、まず、

この中に、教育産業関連で働いている方がいらっしゃればですね、流

山市の人口推計を見ていただくと、２０５０年までの人口推計という

ので、区では、一番が東京都の中央区でしたけども、市としては流山

市が１位だったんですね。そういう意味では、この需要は、もう今ま

でのような急激な勢いではないにしても伸びていくということが出て

いますので、関係者がいらっしゃれば、あるいは皆さんの知っている

方で、いろいろな教育産業に関係する方にお話をしたり要望したりし

ていただく。例えば、レストランなんかでもですね、行かれて、とっ

ても美味しくてこれが流山にあったらいいなと思ったときには、店長

さんに、流山に出店してくださいよと言うのって言わないとやっぱり

違うんですね。それと同じで、この教育産業に関しても、ぜひ関係者

の方々に、リクエストをしていくとか、要望されるということは、皆

さんできますし、行政が言ってもですね、行政よりもお客様の声の方

が、私は聞く耳を持っていらっしゃると思うので、ぜひ皆さんの声

を、事業者に届けるということで、必要なものをできるだけ来ていた

だけるように、お声がけください。  

 

Ｑ  市民  

本日はお時間いただきありがとうございます。私の方から話させて

いただきたいことは１点ございまして、保育士のクラス配置の人数を

増やすことについてお話させていただきたいです。  

前提といたしまして流山市が保育士だったり保育園に力を入れてい

るということは存じておりまして、保育士の友人が多くいるんですけ

れども、流山市の保育水準も高い、給料が高いということはすでにお

聞きしております。現状の保育士、業界の全体の問題といたしまし

て、まずやっぱりサービス残業が多い。昼休憩が取れないということ
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も聞いていまして、昼休憩は基本的に１時間か４５分だとは思うんで

すけれども、昼飯は１５分ぐらいしかないといったことであったり、

４月が預入の時期でして、有給を取ることがそもそも選択肢として取

れないといったことがあります。  

そういった結果は、保育士を辞めてく人も多く、どんどん保育士が

減っていくし、テレビでも話題になっているとは思うんですけれども

不適切保育っていうことが起きています。  

そのために、そういった保育士の負担を減らして、どんどん保育士

を増やしていく、辞めないようにしていくために、保育士の、各クラ

ス当たりの配置人数を増やしていくべきだと考えております。  

しかし、保育士の配置人数というものは国の方で決めているので、

市の方では、何とかすることはできないのが現状です。なのでどうす

るかといいますと、最低配置人数プラス１を意識する。ということを

提案させていただきます。  

例えば、１歳児のクラスだと、１歳の子ども６人に対して、保育士

を１人つけなくてはならないというふうに国の方で決めていまして、

そのため１８人のクラスですと、１８を６で割るとで３人、最低３人

の保育士が必要なんですけどもそれだと現状、もうすでに厳しい。  

１人で６人見なきゃいけないので業務量も多いですし、１人休むとす

ごい負担にもなってしまって、なかなか休みも取れないので、最低の

３人にプラス１人して、４人配置する。  

財源などもあるので、難しいことは重々承知ではあるんですけれど

も努力義務といった形でしていただけると、流山市の保育の質も上が

っていって、余裕も生まれるので、不適切保育とかもなくなり、保育

士も、流山市にいっぱいとどまってくれて、保育の質全体が上がって

いくのではないかなと考えております。以上になります。  

 

Ａ  子ども家庭部長  

ご質問ありがとうございます。保育士の人材確保について私の方か

らご回答させていただきます。  

今おっしゃったように、保育士に関しては全国的にも不足している

状況があり、特に首都圏の東京２３区において、非常に手厚い補助を

出していて、さらに、いわゆる国から出る公定価格というものがある
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んですけれども、地域によって、そのお金の多寡がありまして、２３

区などの都市部においては非常に高いんですけれども、流山市などは

２３区と比べ、ぐっと下がるということで、先ほどご紹介ありました

ように給与の差を埋める部分の処遇改善というような事業 を市の方で

も今やっております。  

さらに、配置改善、配置基準のお話がありました。国の方で７５年

ぶりの改正というものを行います。まずは、４・５歳児について、３

０対１から２５対１に改善し、次に１歳児について、６対１ から５対

１に、これは令和７年度以降ですけれども、そういった見直しをして

いくということで、国の方でもそういった改善が図られていて、市と

しても対応していくようにしていこうと思っております。  

その配置基準に関して、市と県の方でも、現行の配置基準にプラス

をして、その加配措置という補助制度を設けておりまして、例えば千

葉県の事業でいうと、１人もしくは１歳児のところを１人、もしく

は、乳幼児のところを１人、計３人分の加配をする補助制度があり、

さらに市単独で、それプラス１名の配置ができるような補助制度とい

うものは設けております。さらに障害児などの要配慮児を受け入れる

ところには、さらに２名まで加配ができるという仕組みがあるので、

そういったものを活用していただいて、特に民間の保育所に関して

は、保育士の確保をやっていただきたいと思っています。実際にはそ

の全体数が少ないので、その補助制度があっても、その補助 を活用で

きないという状況が正直あり、それが今、頭を悩ませているというよ

うな状況ですので、積極的に保育士の確保に向けて、就職説明会と

か、今展開しておりまして、なかなか千葉とか東京・埼玉あたりだ

と、取り合いになっているので、茨城、福島、栃木とかそういったと

ころの養成校に関しても積極的に声かけや案内などで呼び込みをして

いきたいと思っております。あと業務に関して、いわゆる常勤の保育

士さんの負担が非常に重いので、いわゆる保育補助者ですね。子育て

支援員の研修を受けた方ですとか、そういった、直接、保育士がやら

なくてもいいような業務に関しては、そういった保育補助者の方に業

務をお任せするというようなことで、市としても補助制度を設けてお

ります。  

あと I C T 化ですかね。昼間、お昼寝をしているときには、保育士が
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常に監視ということではなく、 I C T を活用して、もし動いたときに

は、アラームが鳴るとかそういったことを導入している保育 所も結構

増えてきています。  

 

Ａ  司会  

ちなみに補足ですが、子ども家庭部長なんですけど、こども家庭庁

から出向している専門家の方ですので、こういう貴重なご意見で大変

ありがたいと思いますので、本当に今日はいろいろなご提案いただき

ましてありがとうございました。  

 

Ｑ  市民  

本日、２点お話をさせていただきたいことがございます。  

まず１点目なんですが、スポーツ少年団、市のホームページにも記

載のあるようなスポーツ少年団、私の息子がサッカーを習って通って

いるんですけどその件でございます。  

私自身は指導者でもなく、１保護者の立場でお伺いしておりますの

で詳しいことはよくわかっていないんですけれども、現在私の息子が

通っているサッカークラブですが、深刻な指導者不足に悩んでいま

す。基本子どものお父さんが、サポートをして、いわゆるパパコーチ

でやっていて何とか持っている状況なんですけれども、実際 、指導者

が不足をして今日の練習中止ですっていうようなところもございま

す。  

このような状況を改善するために、例えば指導者に対して適切な報

酬が払えるような、スポ少なのでどうしてもボランティア的なところ

が出てきてしまうんですけれども、何かそういったところにクラブ 運

営でさらなる補助いただけるような、そういったものが何かあるとあ

りがたいなというふうに感じております。そうすることで、スポ少の

活性化ひいては市全体のスポーツ振興ですとかそういったところに繋

がってくるのではないのかなというふうに思っております。  

同様の観点から、あとグラウンドに対する整備ということで、そち

らにも目を向けていただきたいなと思っております。  

具体的には、芝の敷設ですとか、あるいはトイレの整備というとこ

ろでございます。練習試合ですとか他の市の子どもと一緒に練習試合
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をやっておりますと、やはり普段から芝のグラウンドでサッカーをや

っている子どもたちと比べるとどうしても違いが出てきてしまうって

のが正直なところでして、そういったことを感じているのとともに、

また具体例を挙げてしまうんですけれども、東部スポーツフィールド

ですとか、河川敷グラウンドなどは、トイレがやはり衛生的ではなく

て、子どもがどうしてもそこのトイレでは用をたしたくないっていう

ことをよく言っておりまして、是非ともそういった環境を改善してい

ただけるとありがたいなというふうに思っております。  

こちらが１点目で、２点目は私事になってしまうんですけれども、

私道について教えていただきたいと思います。  

私の家は私道に面しております。道路が未舗装、砂利道の道路であ

るために、１度雨が降ると、１週間程度雨水が引かずずっと水たまり

になってしまうような状況で、あまり衛生的とは言えないという状況

です。  

私の祖父の代から暮らしておりますので、約６０年ぐらい道路とし

て利用しているというふうなことを聞いているんですけれども、時折

報道で見るようにですね、ある日突然所有者の方が通行を禁止すると

いったような、そういったリスクもあったりとかして不安を感じてお

ります。  

例えばこういった私道について、市として所有者に対して、公道移

管を勧奨したりですとか、あるいは、そこまでしないにせよ、安全の

観点から道路の舗装に対して何らか補助を出したりとか、そういった

ことができないかなあということで、もちろん所有者がいらっしゃる

ので他人が言うことではないので、失礼なことは重々承知しているん

ですけれども、そういったことができないかっていうのを、お伺いし

たいと思います。  

あと最後に、おおたかの森の発展が目覚ましく大変ありがたいと思

っているんですけれども、松ケ丘の方にも目を向けていただいて、こ

ちらの方にもぜひお金を投じていただければ嬉しいと思います。  

 

Ａ  土木部長  

私道については、土木部の道路建設課というところが担当になって

おります。私道については、私道整備要綱というのがありまして、そ
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ちらの方の要件がありますと、地元の負担金をいただくような形にな

りますけど、先ほどおっしゃったように、未舗装から舗装、側溝とか

いう形の整備を図ることが、ただやみくもにすべてができるわけでは

なく、ある程度条件がありますんで、それについては、場所を教えて

いただいて、現地の方に確認させていただいて、相談に乗ることは可

能だと思いますんで、あとそれ以外にもできる可能性があるものがあ

りますので、場所を教えていただければありがたいと思っておりま

す。  

 

Ａ  教育長  

貴重なご意見ありがとうございます。スポーツ少年団とか 、東部の

フィールドはですね、教育委員会の生涯学習部というところが担当な

ものでして、担当部長がいないものですから、私の方から、今いただ

いたお話をですね、きちっと説明をして、後日ご回答させていただき

たいと思うんですけどよろしいですか。  

 

Ａ  市長  

スポーツフィールドの東部と河川敷のトイレと、そ れからスポーツ

フィールドの芝生化ですけども、まず芝生化については、流山スポー

ツフィールドの一面に、あそこは２面ありますけど、１面を芝生化す

るということで、人工芝です。人工芝化するということで、来年度設

計をして、令和７年度に実施の予定でおります。  

それは東部スポーツフィールドまではまだ、かなり金額がかかるの

と、それから維持管理もかかるので、まず第１弾ということで。それ

からトイレについてはですね、これやっぱりスポーツ振興課の方に、

河川敷はなかなか難しいと思うんですけども、東部スポーツフィール

ドの方については、何か検討できないかということで、伝え るよう指

示します。  

それから最後に、松ケ丘地区もということですが、松ケ丘地区は６

０年前に、まだ流山が人口３・４万人ぐらいのときにですね、もう一

面雑木林の町のときに、まず松ケ丘ができて、そして市内のおおたか

の森やどこの市内の駅よりも早く、南柏駅が、柏市ですけども、駅周

辺が整備されて、そういう点では一番流山市で便利で快適なエリアで
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したし、今でも多分そうだと思うんです。今新しくできている町、新

しく区画整理をしたところで、いろいろ民間が投資をして、流山市が

ガイドラインを作って、かなり民間に指導しながらですね、誘導して

いますけども、そういった形のいわゆるその時その時、時間の経過

で、今、 T X 沿線の開発が進んでいるということで、決して松ケ丘ある

いは東部地域、早い時期に開発されましたけども、更新とか、それか

ら新たな公共施設が必要なものについては、保育園も含めて整備をし

ているというふうに考えています。  

それから、松ケ丘だけではないんですが、江戸川台駅周辺、それか

ら初石駅橋上化、そして南流山駅のまちの活性化、そして流山本町に

ついてもさらにツーリズム地域として強化できるような政策を今同時

進行で進めています。  

松ケ丘についてはもう住環境としては素晴らしいので、この ぐりー

んバスも松ケ丘は最初に導入していますので、これから必要なことに

ついては、挙げていただいて、きちんと検討し対応して まいります。  

 

Ｑ  市民  

勤務後なのでまとまった話ができないかもしれないんですけどよろ

しくお願いします。  

私からは皆さんが先に挙げているようなことで、内容がかぶるんで

すけどお伝えできればと思います。  

まず、江戸川台のあたり、再開発を進めていくってことですが、ま

ず流山市に来て私は子育てがしやすいと思ったことが正直 １度もなく

て、うちは子どもが４人いるんですけど、まず小児科が江戸川台地区

にほとんどありません。本当に具合が悪くて、行きたいなと思っても

おおたかに足を伸ばすしかなくて、予約が取れなくて、じゃあどこに

かかったらいいんでしょうっていうことが多々あります。 子どもだけ

じゃなく一緒に同居している母もいまして、先日もインフルエンザに

なって、近くの病院、足が悪いのでそう遠く行けないので、近くの病

院に受診しようと思って電話したら熱があるから診れません。コロナ

に関しては５類に下がったはずなのに、江戸川台地域にある病院はほ

とんど熱があると見てくれないんです。喉の痛みがあっても、１度電

話してから来てくださいとかでなかなかスムーズに受診ができないっ
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ていう現状が江戸川台地区では多いです。おおたかの森は割と若返り

が進んでいるかなと思いますが、江戸川台地区は高齢者の方が本当に

多いので、やっぱり困ったときにすぐにかかれる病院が全然ないって

いうのは、かなり不安かなっていうところがあるのでその辺もできれ

ば整備していっていただければと思います。  

あとですね、先ほどの部活とかの流れでいきますと、うちも 子ども

が、同じように少年サッカーで女の子なんですけどサッカーをしてい

ます。流山市少年連盟として女の子のチームを公式戦に出しましょう

っていう流れで、今、市内で女の子集めて試合をしていますが、中学

校でやる場所がないんです。女の子は、男の子の部活に入ってやれば

いいじゃないかって言われるんですけど、やっぱり体格の差があった

りとかすると、現実的に小学校まで一生懸命サッカーをやっていた女

の子たちは、やる場所がないっていう現状があるので、どうにかその

辺を検討していただきたいなと思います。  

実際うちも娘が中学校 1 年生になって、クラブチームに行ったんで

すけど、市川の方まで通わなきゃいけなくて、毎日帰りは ９時過ぎ

で、土日は遠方の栃木まで行ったりして、１０時過ぎとか１１時過ぎ

に帰ってくることもあって、体力がなかなか勉強の両立が難しくて、

先日やめました。できればそうやって部活動の中で、女の子もや れる

環境が欲しいなって、子ども自身も新しく女子サッカー部を作ること

はできますかって、聞いたらできませんよって言われて終わってしま

って、そうか、っていう感じになってしまったので、今の時点で新 ６

年生５年生で女の子が、すでに１０何人いるんです、市内でサッカー

やっている子が、なのでその子たちが中学校に上がるぐらいまでにど

うにか隣の学校とかで、男の子の野球部とかも合併して試合のチーム

出していると思うんですけど、女の子もそういうようなことをしても

サッカーだけじゃなくてもそうだと思うんですけど、隣の中学校と共

同で出してもらえるような活動ができるようなことを、ちょっと検討

していっていただければ嬉しいかなっていうのがあります。  

あと最後に、これから産婦人科もできるってことですけど、職業

柄、産む数が増えれば、医療的ケア児の子は増えるなっていうことを

思っていて、私の職場は N I C U って言って、ちっちゃい赤ちゃんが生

まれたところで働いているんですけど、割と皆さん、やっぱり医療的
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ケア児として退院していくお母さんたち、仕事を諦める方がほとんど

です。流山市にも実際に通っている子って何人もいて、みんな預かっ

てもらえる場所がなくて、仕事を辞めざるをえないとかっていうこと

があってそれが、ネックになっておうちに連れて帰ることができなく

て、病院に何年もいる子もたくさんいるので、流山市として、子育て

するなら流山っていうふうに母体数をどんどん子どもの数を増やすの

であれば、必然的に母体数が増えれば増えるであろう医療的ケア児の

子たちの受け入れも、ちょっと検討していただけると、みんな安心で

きるのかなと思うので、よろしくお願いします。長くなりましたけど

ありがとうございます。  

 

Ａ  健康福祉部長  

ご意見ありがとうございます。先ほどのお話と一部重複するかと思

うんですがお答えさせていただきたいと思います。江戸川 台の地域に

小児科そのものが少ない。ですので、実際にかかりにくい、遠くにか

からざるをえない、予約が取れないっていう状況は、その通りだと思

いますので、これは引き続きまた医師会とも課題を共有したいという

ふうに思います。  

それから大人の方、ご家族様が発熱で診てもらえなかった。これ実

際におっしゃる通り、コロナは５月に５類に移行していますので、発

熱を理由に診療できないっていうことは、色合いは薄まったものの、

やはり医療機関のですね、発熱者さんとそうでない方と分ける動線っ

て言ったらいいんでしょうか。その構造とか、いろんなご事情でまだ

市内のすべての医療機関が発熱者を全部受け入れている状況にはな

い。ここについては、ご指摘の通りだと思いますし、私もそこについ

ては、今後の課題だというふうに思っています。これもなかなか市が

医療のところを直接的にっていうのが難しいので、非常に心苦しいん

ですが、流山市医師会と継続して課題を共有したいと 思います。  

それから医療的ケア児の受け入れのところはまたちょっと別の観点

からご説明があるかと思うんですが、おっしゃる通りですね、生まれ

る人数が増えれば当然医療的ケア児が一定の割合で増えてきます。  

そして、それを家庭で受けとめて、ご家族が仕事を継続することが

いかほどどれだけ大変かっていうところも非常に強く感じます。  
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今後預けて仕事が継続できること、それは、本当にお子さんのため

はもちろんなんですけれども、ご家族の、ご自分のね、人生といいま

すか、働いていくことが、収入だけじゃない部分があるかと思います

ので、意義については十二分に理解します。いずれの課題も非常に重

いものだと受けとめておりますので、貴重なといいますか切実なご意

見本当にありがとうございます。  

 

Ａ  子ども家庭部長  

医療的ケア児の保育所での受け入れに関してお話しさせていただき

たいと思いますけれども、現在、公立保育所５園と、民間園にもご協

力いただいて、受け入れを行っていまして、令和５年度現在ですと１

名医療的ケア児の方を、民間の方の保育所で、預かっているという状

況があります。  

医療的ケア児を含む障害児の方々、希望するすべての障害児の方々

が、保育所に入るように来年度、そういった受け入れ体制の拡充とい

うものをしていこうと考えております。  

さらに公立保育所の方で、分散していたものを、来年度 から、平和

台保育所に資源を集中させようと思っておりまして、そこで複数名の

医療的ケアのお子さんを受け入れて、看護師も常駐で配置をさせてい

ただいて、質の高い保育というものを行っていきたいと考えておりま

す。  

それだけで収まらない場合には、民間園にも引き続きご協力いただ

きながら、受け入れ体制の整備をしていきたいと思っております。  

 

Ａ  学校教育部長  

ご意見、大変ありがとうございます。何を隠す私もサッカーの指導

者だったことがございます。今、お話を聞いていて、まずやらなきゃ

いけないと思ったのは、もしお子様が女子でお１人、お２人でも、男

子のサッカーと一緒にやりたいとなったときの、男子サッカー部の指

導者が、その女子を受入れるってことに対しての心構えであるとか、

配慮であるとか、そういうところについては、すぐにこれ指導できる

なというふうに思いましたので、これすぐにやらせていただきます。  

あとですね、新設の部活っていうのは、先ほどの話の通り、難しい
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ところがあるのかなと思うんですけれども、お話にもあった通りです

ね、合同チームであるとか、他の種目でもやっているところなんです

ね。先ほどちょっと地域移行と話しましたけれども、その地域移行の

中で、新たに組織を再編していくっていうことも、我々は今検討して

いるところです。女子サッカーだけじゃなくて例えばその文化系の活

動でも、例えばダンスなんかも、部活はほとんどないんですけれど

も、やりたいということでいっぱいいる。それは文化協会の方とも今

検討しているところで、部活動を地域移行するにあたっては、そうい

ったことも１つ視野に入れているところでございますので、時間はか

かるかもしれませんけれども、検討は進めてまいりたいと思います。  

ありがとうございます。  

 

Ｑ  市民  

このような場をありがとうございます。私の方から、ちょうど子ど

もが抱えている問題になりますので、いじめの件と不登校の件につい

てお伺いをさせていただければと思います。  

まず、不登校の件なんですけれども、子どもが６年生で不登校にな

ったんですけれども、不登校になった後の居場所について、どうした

らいいかっていう情報がなかなかなくて、最終的には新川の方の小学

校であるとか、エルズの方で、そういう場所があるっていう情報は得

たんですけど、もう本人が、自分の対応を考え終わった後にその場を

見つけてしまったというので、結局活用することができなくて情報の

取得がすごく遅くなったというところがあります。  

小学校と不登校になったときに、ずっと会話をしていたんですけれ

ども、そういう情報の提供がなかったというところも、こちらとして

は、どう対応したらよいかというのを家庭内で、抱えていましたの

で、そういう情報がもう少しオープンであったら良いなというふうに

思っています。  

いじめの件につきましては、もうすでに重大事案として、教育委員

会側の方とも小学校側とも会話をしているところですので詳細につい

てはこの場ではもちろん省かせていただきますけれども、今回、重大

事案になるっていうことは、子どもが身体に問題がある、あるいは３

０日以上の不登校があるということで、決められているかと思うんで
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すけれども、すでに該当する事案があったにもかかわらず、重大事案

になっていなかったということがありました。  

私の方から大分強く小学校の方には申し入れをしていたのと、なか

なか小学校側の方でお話を聞いていただけなかったので、議員の方に

も相談をした上で、今回重大事案になっているというところがあるん

ですけれども、そういうところの対応の仕方が、もしかしたら学校で

差があるんじゃないか、捉え方に、ちゃんとこういう決まりがあるか

ら重大事案になるんだよっていうところを捉えていただけてないんじ

ゃないかというふうな思いは、受けたところがあります。そういうと

ころを各小学校がどういうふうに捉えているか。あるいはそういうふ

うなところを、小学校の先生側も学ぶ機会があるのかというところを

教えていただければなと思います。  

最後にいじめの件で、うちの子ども、６年生なんですけれども、結

局６年生の３学期で転校しまして、今小学校に通えております。  

それは本人がすごく前向きだったので、何とかそれを乗り越えたっ

てのは本人の性質だなというふうに思っているんですけれども。  

もう１つが、転校した先の小学校の対応が非常によかったなという

ふうに思っております。最初に通っていた A という小学校で問題があ

ったというところ、 B という小学校の方で、十分に聞いていただけ

て、それに向けていろいろ対応していただけたというところが大きい

んですけれども、 B の学校の対応が、とにかく子どもが、ずっと不登

校だったので、お友達と接するときにも、ちょっとしたことで、これ

でよかったんだろうかとか、そういう悩みを抱えてしまうような状態

だったんですけれども、そういう悩みのところについても、 B の小学

校の先生が非常に細かくケアしていただけて、申しわけないぐらいお

答えをいただけております。  

ただ、対応の早さ、その対応の細かさというところが、 B という小

学校ではすごくありがたい反面、Ａという小学校ではずっと放置され

てしまっていたというところがありましたので、ぜひ、良いと思って

いるＢの小学校の対応というのが、他の小学校も含めて、 共有をして

いただけたらなというふうに思います。お願いいたします。  
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Ａ  学校教育部長  

お話を聞かせていただきましてありがとうございました。本当にこ

ういう場でご発言されることに対して本当に勇気がいることだと思い

ます。心に銘じておきたいと思います。あわせて、まず私が一番今話

をしていて、その重大事案にもかかわらず、対応の遅さ、これについ

ては重々責任を感じておるところでございます。  

学校には差がないように各学校の管理職も含めて、様々な研修であ

るとか、或いはその管理職の会議であるとかで、我々の方は具体的な

動きまで、指し示して、研修等を積ませているところではあるんで

す。にもかかわらずやはりそういったことが起きてしまうということ

につきましてはまだまだ足りないのかなということもあります。  

教育委員会で責任を持って、対応させていただきたいと思います。

不登校についても、これ同じことで、やはり、まず子どもの心に寄り

添っていくということと、子どもがこの後どういうふうに向かってい

きたいのかっていうことについてやはり、丁寧に接しながら丁寧にお

話を聞くってことも、先ほど悩みを聞くというところと同じだと思う

んですけれども、これも各学校がしなければいけないことだと思って

おります。  

私も教員だったんですけど、その子どもたちから話を聞くっていう

ことが、教員の本当の仕事のやりがいなのかなってずっと思っていま

した。これにつきましても、各学校の方に我々の方から指導していき

たいというふうに考えておるところでございます。  

あと情報についてですけども、実は多少見づらいかもしれませんが

ホームページの方に様々な情報が出ておりまして、教育委員会指導課

の方を開きますと、そちらの方に様々出ておりますので、もしわから

なければ、お電話いただいても結構ですので、しかるべく対応します

ので、ぜひ教育委員会の方にお問い合わせいただけたらと思います。  

今日はありがとうございました。  

 

Ｑ  市民  

私から１つ、お願いがありまして、私は、多発性硬化症という指定

難病に侵されています。  

通院や突発的な休みが必要で、健常者と働くには、職場に迷惑をか
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けてしまう状況が多く、一緒に働く仲間にも負担をかけてしまってい

ます。私のような指定難病者でも、正社員として堂々と働けるような

職場があるとうれしいです。以上です。  

 

Ａ  健康福祉部長  

ご発言ありがとうございます。おっしゃる通り、職場に気を使いな

がら、体調と日々折り合いをつけながら勤務を継続されて いるってい

うところの、ご苦労といいますか大変さについては、非常に 心に刺さ

るものがあります。  

この後の社会に、例えば難病がある、がんの治療やいろんなこと

で、仕事の継続が、健常の方に比べていろんな難しさを抱える方は、

増えてくると思います。  

特に指定難病ということで、その病気とですね、付き合い続ける方

についての配慮とか雇用の場ということが、今後もっと受け入れがよ

く、安定してできるようにというところについては、非常に大事なこ

とであって、やっていかなければいけないことだと思います。  

今、具体のお答えを持ってはいないんですけれども、今後それが進

んでいくように、私たちの部全体、それから特に障害者支援課におい

て、例えば必要なときにはさらにご意見を伺ったりしながら、その雇

用がですね、安定して続けられるような施策、市ができることを考え

ていきたいと思いますので、今日ご発言本当にありがとうございま

す。  

 

Ｑ  市民  

本日ありがとうございます。まず、私は東京の総合病院で看護師を

して、途中で東京から、このまちに魅力を感じて転入してきたってい

うところがあります。今、育休中でして保育園が通れば、 ４月からま

た職場復帰をするという状況にあります。そんな中で、自分の体験と

かいろんなことに絡めてまず２点お話をして、お話を伺いたいところ

があって、プラスちょっと時間があればもう１点加えたいなというの

があります。  

１点目が小児科の夜間診療、２点目が病児保育、３点目が防災で

す。  
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１点目の小児科の夜間診療ですが、私は、自分の体験的にどっきり

したことがありまして、息子がもう２ヶ月かそこぐらいのときに、１

週間に２度ほどあって、１回目は私の不注意なんですけども熱いお味

噌汁を息子にかけちゃったことがあってですね。ただ自分が幸い看護

師だったものでとっさにもう冷やしまくって、息子が泣き わめこうが

何しようがもう冷やしまくって、連れてったら大事に至らず、よかっ

たんですけど、どこにまず連れてったらいいかっていうのは、やっぱ

りとっさに気が動転すると難しくって、いろいろお電話しても小児っ

て言っても、自分も医療者なんでわかるんですけど、内科と外科って

いうのが先生たちの専門性ってあると思うんですね。結構いろいろそ

の体験を通して思ったのが、内科を見てくれるけど外科見てくれない

って断られることがあるんです。子どもっていうのはやっぱりけがが

多いと思うんですね。熱傷もそうですし、転んだり骨折したりとか、

そうするとレントゲンが必要になるとかあると思うんですけど、レン

トゲンが取れない施設があったりだとか、あとはやけどって言っても

結局その時は東葛病院に診てもらえたんですけど、電話して。でも小

児科医がいないんで大人の先生が診ますってことでまあ大丈夫なんじ

ゃないですかねみたいな感じでちょっともやもやして帰ったってこと

がまずありました。  

その週末にもう１度ありまして、夫がだっこしてお風呂から上がろ

うとしたときに前のめりになって子どもを押しつぶすように倒れちゃ

ったんです。ものすごく怖くて２ヶ月のすごいちっちゃな赤ちゃんな

ので、お腹を圧迫したんじゃないかって思って、夫も気がすごく動転

してまして。そんときにも、ウワッと思ってとりあえずどこに電話か

けていいんだと思ったんですけど、まず＃ 8 0 0 0 番があったと思って、

かけたんですね。だけど、私も看護師なので、いろいろ自分の中で冷

静に分析もするんですけど、小児は自分の専門外だからと思って、半

分冷静で半分冷静じゃないってところがありまして、＃ 8 0 0 0 番に電話

しましたら、そういう状況で不安ならとりあえず見てもらえば、の一

点張りで様子見ていいとか様子見なくていいとかってそういう、具体

的なアドバイスがなくとにかく受診しても救急車呼べばって言われた

んです。  

とりあえず救急車を呼んで、救急車の中でも、救急隊の人がそれは
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親切にいろいろいろんなとこに電話をかけてくれたんですけど、小児

の先生が今日対応してくれるかっていうのを、片っ端から電話して い

るんですが、やっぱり内科しか診れない内科しか診れないって言っ

て、結局そんときは慈恵会の病院に連れてってもらって、結局その時

も小児科医ではなかったんですけど、お腹にエコーを当ててくださっ

て、事なきを得たってことがありました。  

やっぱり子どもは発熱とかそういう内科的な問題だけではなくて外

科に対応できないと、いけないなと私は思うんですね。その流れの中

で、流山の診療所とかも電話したりもしたんですけどそのときも、診

療所もやっぱり内科じゃないと見てくれないって言われました。  

そういう中で、小児科の夜間診療ってひとくくりの中でもそういう

ことがあるっていうのをちょっと知っていただきたいなっていうとこ

ろがあります。  

あと、病児保育は、２点目に入りますけど、私が復帰するにあたっ

て、ママ友とかまだ社会の繋がりが、保育園とか預けてないんで、い

ないので情報が自分の中にも少ないっていうのがあってすごい不安で

今いっぱいなんですけど。特に看護師という性質上、テレワークもで

きないですし、保育士さんじゃないですけど私たちも１人抜けるとす

ごいやっぱり業務負担がすごく休みづらいっていう背景も看護師もあ

ります。その中で、私は実家が遠いものですし、夫の方はもう両親が

高齢であまり頼れないっていうものがあって、そこで子どもが熱を出

したときとかいろいろ考えると今からすごく不安でいっぱいなんです

けど、病児保育を市のホームページで調べたところ３ヶ所しかないっ

ていうふうに、出てきて、定員もそれぞれ２名とか３名とかって書い

てあるんですけど、それは果たして子どもの数がこれだけ増えている

中で、適切な数字なのかなあとか、そういうとこにちょっと不安を覚

えています。  

３点目、防災については、能登のことだったり、３ .１１のときも、

自分で思ったんですけども、被災後にいろいろ体育館とかそういうと

こで皆さん暮らされると思うんですけど、そういうところのやっぱり

このプライバシー保護とか、災害時にさらに２次被害で犯罪に遭われ

たりする方とか、そういうのがあるんじゃないですか。  

そういうところの何かその事前の備えとか、皆さんがどう対策しよ
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うと考えているのかっていうところがやっぱりニュースを見てて気に

なっているところです。以上です。  

 

Ａ  健康福祉部長  

ご意見ありがとうございます。非常によくわかります 。夜間小児救

急において確かにおっしゃる通り、今発熱だとかの内科的なところが

メインになっていて、おっしゃったように外科だとか 、あと、眼科耳

鼻科的な専門性の高いものになると、夜間の、 1 次救急あるいは 2 次

救急もそうなんですけれども、なかなか対応しきれているところが少

ないっていうことはあると思います。  

これも今、夜間小児救急の、主に内科の領域になるんですが、今後

のあり方について流山市医師会と相談、協議をしているところです。  

例えばその診療科目についてもですね、今後の課題だと は思うんで

すが、おそらくこれ、１市の市の中の医療機関だけでは非常に今の小

児科医不足、それからドクターの働き方改革、いろんな課題で、難し

いんだと思うんです。ですので、少し周辺も視野に入れた広域な考え

方が必要になってくるのかなという気持ちでおります。非常に切実な

課題だと思いますので、これについても今後課題として 、継続して、

流山市医師会と相談をしていきたいと思いますし、考え続ける事項だ

と思いますので、非常に具体のご提言ありがとうございました。  

 

Ａ  子ども家庭部長  

ご質問ありがとうございました。病児保育に関してお答えさせてい

ただきたいと思いますけれども、先ほどのご指摘の通り、市内では３

ヶ所の病児保育がございます。場所的には南流山と、西初石と、セン

トラルパーク駅のすぐ近くにありまして、定員は３人、３人、セント

ラルパークのところで４人まで、予約順にて受け入れを出来るように

なっている状況です。コロナで大分利用者は減ったんですけれども、

昨年度は、また伸びてきて、５年度もその傾向で推移していて、今、

実際に日にちによっては、予約を受けられないような状況も見てとれ

るというのは聞いておりまして、３ヶ所でいいのかという問題意識を

持っています。  

さらにその一番需要があると思われるおおたかの森 駅の近くに実は
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ないものですから、そういったところも含めて、さらに病児保育は、

全国的に言うと、約 7 3％ぐらいが、病院や診療所の中、もしくは併設

されているところが多いんですけれども、流山の場合には保育園がす

べてやっているということで、実は病院なり診療所、いわゆる医療機

関が関わっていただけるようなことができないかというのを、医師会

ともお話をさせていただいていて、協力いただける小児科の方などと

も、具体的な話も一時期あったんですけども、なかなか場所の面で、

難しいということもあって、まだ、流山おおたかの森駅近辺にて、開

設できていない状況です。  

引き続き、そういった問題意識を持ちながら、医師会ともご相談さ

せていただきながらご協力いただける小児科の方のご理解 をいただい

て、新たな開設に向けて、引き続き努力をしていきたいと考えてござ

います。以上でございます。  

 

Ａ  市長  

流山の場合は、２０１１年の東日本大震災で、冒頭にお話しました

ように、姉妹都市の相馬市からいろいろ教えていただいて、それで避

難に関しては、テントをコロナのときに６００張購入し確保していま

す。それからペット避難についても、台風１９号、これ４年前にあっ

て、ペット同行の避難をされていますので、そのときに仕組みを作っ

ております。ただ、これから来ると思われる東京直下型の場合は、ス

ケールが変わってきますので、この備蓄に対しても、それからペット

避難もおそらく、前回台風１９号のときと比べて、場合によっては、

１００倍ぐらい数が変わってきますので、その体制を検討していると

ころです。それから避難所に、マットを敷いて、かなり暖房にな るの

と、ソフトになりますので心地よくなりますけれども、市内最大の避

難所であるキッコーマンアリーナには、エアマットを備蓄しました。

また、それをすべて能登に届けておりますので、今後また 補充をして

いきたいというふうに思っています。それから検討課題としてはやっ

ぱりこのマットがキッコーマンアリーナだけではなくて、もう少しこ

の大きな主要な避難所にすべて配置できるような検討もしていきたい

というふうに考えています。  

２１万人、９万世帯ありますけども、実際には、地震の被害ってい
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うのはやっぱり地盤のいいところや、建物が新しければほとんど問題

がないので、流山市としては、適切な数を推計してですね、その分に

ついてしっかり確保していきたいというふうに考えています。  

 

Ｑ  市民  

本日２点要望なんですけど、１点目が交通マナーが悪いので改善し

て欲しいなと思っております。  

車を運転される方は特になんですけど、黄色から赤になった後に、

信号無視で走っていっちゃう車だったり、前が詰まって いるのに、曲

がってしまって、信号が変わって横断歩道を小学生が渡れないとかを

よく見ることがあるので、流山市に限ったことではないんですけど、

柏市とかでもそうなんですけど、そういったところを改善していただ

ければなと思います。  

あと、自転車についてもなんですけど、歩道を歩いていると後ろか

ら自転車が来てベルを鳴らされたりすることがありまして、歩行者が

優先なはずなのに、自転車がベルを鳴らして悠々と通ってくっていう

ことがおかしいなと思うことがあるのでそういったところを、改善し

ていただければなと思います。  

もう１点が個人的なことなんですけど、家の前の道を歩いて いる

と、やはり夕方の時間とか、車はすごく混んでいて、白線の内側を原

付が走ってくるんですよ。時々すごい、歩行者に当たりそうになって

いたり、ちっちゃい子が歩いているのに、原付が横通っていて危ない

なと思う事があるので、そういった交通マナーが悪いので、改善して

いただければなと思います。  

あともう１点が、これも個人的なことになるんですけど、家の近く

に池のある公園がありまして、今すごい芝生とかは整備していただい

ているんですけど池の方が、あんまり整備が入らなくて、落ち葉とか

枯れ木が落ちてすごい、水質があんまりよくなくて、流れが多分良く

なれば、水質もよくなって、お魚がいたりとかあとカワセミとかも

時々見ることもあるので、そういったところの整備もしていただけた

らなと思います。よろしくお願いします。  
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Ａ  土木部長  

交通マナーと自転車のマナーについて、こちらの方は市役所という

よりもどちらかというと流山警察署の方の指導が大事だと思っており

ますんで、この辺については、常時いろいろとそのよう な要望があり

ましたって形で、警察の方に指導して、取り締まりってわけですけれ

ど、要望して、こういう意見がこういう場でタウンミーティングあり

ましたという形でお伝えさせていただいて、今後も引き続き、対応し

てもらうようにお願いしたいと思います。  

自転車については、最近マナーが悪いって話ありまして、もともと

歩道が入っていたところを車道に出たという話がありまして、あと事

故が多いという話がありますので、それについても警察の方も注意し

ていますので、引き続きお願いしたいと思っています。  

あと、池については、場所を具体的に教えていただければ、管理者

が多岐にわたりますんで、市の方での対応のものもありますし、県の

方もありますので、部署が違っていたりしますので場所によって対応

が変わってしまう可能性があるのですけど。  

駒木の場合ですと大堀川になるのかなと思うんですけど、大堀川で

すと、千葉県の管轄になりまして、そちらの方の方にちょっとお願い

するような形になってしまうんですけど。  

内容を聞かせていただいてその旨を担当の方、千葉県の方に要望さ

せていただきたいと思いますので、よろしくお願いします。  

 

Ｑ  市民  

小中学校の教師の過重労働についてお伺いできればと思います。  

母になるなら流山っていうキャッチコピーの通り、現在 １０歳未満

の子が結構多くなっているかなと認識しております。  

５年１０年経つとその子たちが大きくなっていって、小学校中学校

がひっ迫するかなと思っています。よくこういう場だと、生徒側にフ

ォーカスが当たりがちだと思うんですけど、そういう問題の根底に

は、教師の過重労働が一番の課題があるかなと思っております。先生

の質を上げれば、生徒の価値、生徒に対する価値提供も向上するかな

というところで生徒も先生も W i n－ W i n なるかなというところで、先

生をふやすっていう以外に、中長期的に見て、今後の先生の過重労働



 31 / 38 

 

に関する打開策っていうのをご提示いただければなと思っておりま

す。また、そういった情報ですね、ホームページに今後公開いただけ

れば幸いとなります。  

 

Ａ  学校教育部長  

貴重なご意見ありがとうございます。学校の働き方改革について

は、我々も重点課題の１つとして取り組んでいるところです。ちなみ

に、人についても、教員不足と言われているところで、これについて

も再三、県に要望しているところなんですけれども、今後も引き続き

要望していくのと、教員のなり手が、先ほどの保育士と同様、非常に

絶対数が足りてないという状況もあるのは事実です。そんな中です

ね、流山市については、市単独のサポート教員を各学校に配置してい

まして、近隣では、非常に多い数を、市の予算で配置しております。

人事配置以外のことということでしたが、これも１つ知っていただけ

るとありがたいです。これについても今後、随時見直しを図りなが

ら、必要なところについては、予算を講じていきたいと 考えておりま

す。  

それから働き方改革については、先ほど学校のスリム化と申しまし

たけれども、例えば既存の学校行事であるとか、それから、教育課

程、朝から学校に来てから、帰るまでのこの時間のことであるとか、

それから学級担任の仕事、もちろん、子どもに寄り添うってことがま

ず第１なので、ここは絶対に外せないところですが、逆に言うと、外

せるところっていうところを、我々の方で精選しながら、学校の校長

先生とも話しながらですね、今進めている最中でございます。市の働

き方改革の取り組みにつきましては数年前に我々発表させていただい

たんですけれども、また、今のお話にもある通り、我々の方も、随時

そこのあたりは刷新を図って、課題をしっかりと把握した上で、先生

方がそのように苦しむことがないように、そして、先ほどの話もあり

ます通りですね、子どもが相談に乗ってきたときは、そこに時間がか

けられるように、それが一番の仕事だと思いますので、そういった学

校にできるように、結びつけて参りたいと思いますので、今後とも何

かありましたご意見等いただければと思います。ありがとうございま

す。  
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Ｑ  市民   

本日はありがとうございます。よろしくお願いします。私からは２

点です。  

１点は、学校、小学校や中学校の図書共有についてですね 。読書推

進活動をやっぱり継続的にずっと進めていただきたいんですが、娘が

今、中学生と小学生に１人ずついるんですけども、学校の様子を聞く

と、図書の先生が、大体２校かけ持ちで週の２日、３日しか勤務され

てないということで、そういう状態ですと、子どもが図書館に行く時

間をつくれなかったり、読書推進の教育がなかなか厚くなっていかな

いんじゃないかなと思っています。私自身、司書をしていた経験があ

りまして、できればこの市でもそういった仕事をしたいんですが、ど

うしても働くという立場になってみると、２校かけ持つのは、満足な

教育活動ができないじゃないか、生徒にきちっと向き合えないじゃな

いか、教職員ともなかなか関係を深くつき合っていけないんじゃない

かというところで、その仕事をしたいっていう気持ちまでいかないん

ですね。できれば１校に１教員というふうな配置で、子どもにも、学

校にも、そして働き手にも、いい図書活動ができたら理想だなと思い

ます。それが１点目です。  

２点目は、私は江戸川台に祖父母の代からずっと住んでおりまし

て、ずっと江戸川台を見てまいりました。再開発がこれからというこ

とで、いろいろ情報集めているんですが、具体的にどういうふうな再

開発がされる、商店街や駅前の整備がどのようになるかっていうの

が、開発しますよっていう発表されてから、いまだに不透明な部分が

ありまして、もうちょっとこう、住民目線にあった、住民がどういっ

たお店が欲しいか、どういった商店街になって欲しいかっていう意見

を反映したまちづくりができないかっていうふうに思います。  

具体的に今どういった状況で、開発の方の計画が進んでいるかって

いうのも伺えたら嬉しいです。よろしくお願いします。  

 

Ａ  学校教育部長  

貴重なご意見ありがとうございます。読書活動は、実は流山市も非

常に力を入れている１つであります。しかし、その活動が、もしうま

くいってないということであれば、我々の方で、そこは指導する必要
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があるのかなと思っております。かけ持ちのところについては、学校

の規模の違いが流山市は、すごくあってですね、多いところは、１校

１，７００人の児童、少ないと３００人弱というところもありまし

て、そこのところが必ずしも同じにならないというふうなことはある

んですね。  

ただし、その子どもたちの読書活動の充実ってことで考えると、そ

こは随時検討しながら、より推進できるような形に持っていく必要が

あると、我々も課題として受けとめておりますので、引き続き検討を

続けて参りたいというふうに思います。  

 

Ａ  まちづくり推進部長  

私の方からは、江戸川台の東口の再整備を我々の方で進めていると

ころであるんですけども、まず皆さんに、周知はもちろんしていると

ころなんですけども、今お話いただきましてまだ足りないというお話

もありますので、その辺につきましては工夫して対応して参りたいと

思います。  

内容についてご説明させていただきたいんですけども、江戸 川台の

東口のところの再整備につきましては、大きくエリアビジョンという

のを設けていまして、その中で３点の目標というかですね、考えてお

りまして、まず１つは、駅前広場ですね、あそこがかなり手狭になっ

ておりますので、あそこの部分を少しこう広げてですね、バスも現在

中に入れない状況にもなっておりますので、ちゃんとその交通形態が

ですね、混み合わなかったりするようなものを、進める他にですね、

ただ、駅広を作るだけでは面白くないので、そこを皆様がですねここ

滞留できるような、そういう形も今検討を進めているところです。も

う１つ商店街のお話あったかと思うんですけども、商店街自体もです

ね、シャッター街ではなくてですね、どこのお店もやって いるんです

けども、やはり私も現地なんか行くと、あまり人通りが 、少ないとい

うことで商店街の方たちも、その辺はすごく危惧されて いるところで

す。それなので、現在は車が通れるような状況になって いるんですけ

ども商店街の方達とですね、あそこを歩行者優先で、できるような道

路にできれば、例えば、今お話させていただいた、駅前広場の空間を

作ったところからそのまま商店街に繋がっていくような、そういう道
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路がつくれたらいいですねということで、今協議を進めているところ

です。  

最後もう１点につきまして、駅前から出たところ、ジェトロ跡地が

あると思うんですけども、今は建物がなくなっていて、更地になって

いるんですけども、そちらにつきましても、現在、江戸川台の出張所

があるビルがあったりだとか、北部包括支援センターとかですね、老

朽施設ありますので、その辺を集約していこうと、市民検 討会を立ち

上げてですね、市民の方だとか障害者団体とか、子育て世代の方とか

と、皆さんと今協議をしているとこなんですけども、ただ、市の施設

を入れるだけでは、なかなかこう人が集まってこないので、にぎわい

が創出されるような、例えばですけど、カフェだとか、飲食系が入っ

て、そこで江戸川台の皆さん、市外から来ていただいてももちろんい

いんですけども、そこでいろいろにぎわいを持たせると、それによっ

て、さらに商店街の方にも、人が流れていくとか、そういうことがで

きると思いますので、今それを市民の方とともにですね、検討してお

りますので、また、ご意見とかありましたらですね、ぜひまちづくり

推進課の方で担当しておりますので、ぜひご意見をいただければと思

います。貴重なご意見ありがとうございました。  

 

Ｑ  市民  

発言の機会をいただきましてありがとうございます。最初に申し上

げたいのが、私は流山市が大好きでございます。  

ですが、私が引っ越してきましたのはまだ、 2 0 2 3 年に引っ越してき

たんですけれども、引っ越してきて早々わからないことだらけだと私

市役所で手続き等をしていましたら、職員の方々対応が非常に温かく

していただいたりですとか、あとは公園が、近くにあるんですけれど

もこれの街灯が消えていまして、市役所の方に電話をしまして、切れ

ているんですって言って、私の気持ちとしてはここ１週間２週間ぐら

いにつけばいいかななんて思っていたら、帰ったらその日の夕方にも

うついていまして、すごいこんなにすぐにやっていただけるんだと

か、今日こういったタウンミーティングを開いていただいたりとか、

すごく市民を大切にしていただいてるなっていうのが、感じまして実

は私はそれを実家のほうに熱弁もしまして、結果ですね、私の実家
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は、地元を捨てまして、流山市に引っ越して来てくれまして、今年、

それぐらい私は流山市を愛しています。  

その中ですごく大好き流山市が人口も増えているということで大変

嬉しい一方、やっぱり人が増えていくとかなり開発で、こんなことを

都市開発のプロでいらっしゃる井崎さんに申し上げる のは大変恐縮で

すけれども、ぜひその中でちょっと自然は残していっていただきた い

なあっていうのが私の思いです。松ケ丘のあたりかなり住宅が増えて

きてはいるんですが、あの辺りにあります自然だとか公園だとか、私

子どもがいるんですけど子どもが遊べるような場所はぜひ残していた

だきながら、でも人口が増えていくのはすごく嬉しいなっていうとこ

ろで、これもかなり難しい話だと思うんですが、もし可能なら市内で

何かこう動物と触れ合えるような公園とか、私地元が東京の足立区で

荒川遊園っていうのがあるんですけれども、そこはちょっと こじんま

りした遊園地で、動物と触れ合うたりとか、なんかそういう遊園地

の、例えば誘致とか動物と触れ合えるような公園なんかがあったらい

いなっていうのが、私の夢というか、そんなふうに思っています。  

あと、もう１点だけ言わせていただきたいのが、松ケ丘５丁目の学

区が、まだ息子が０歳なんですけれどもあと、５、６年して小学校に

上がると、学区が東小で、東小までが結構遠くて、その道中も道が狭

かったりとか、あと街灯が暗いかなあというふうに思うところと、あ

と、もし土木部長さんにまたお願いしたら、１点カーブミラー付けて

いただけたらなと思うので、もし可能だったらお願いしたいなという

ようなところで、ぜひ本当に私流山市が大好きでこういった場をいた

だきまして本当に感謝申し上げます。ありがとうございます。  

 

Ａ  市長  

熱意を込めてお話いただいてありがとうございます。まず 、自然あ

るいは開発をするっていうところは流山市の中でこれ大体都市部です

と全部指定されていて、市街化区域と市街化調整区域という ２つに分

かれます。  

市街化調整区域というのは基本的に農業だったり、山林だったりを

基本的に維持するエリアなんですが、皆さんがお住まいの地域は、ま

ず 1 0 0％市街化区域で、そこで経済活動だったら住宅地だったりが、
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整備されるわけです。この中にある市街化区域の中で、たまたま雑木

林があって、緑があるからといって、家を建てて、雑木林がなくなっ

て、緑がなくなる。これはですね、止めることができません 。その土

地を所有している方が、経済活動に使っていい土地なので、それは止

めることはできないんですね。市の公園として、あるいは民間から土

地をお借りして、緑地としている場合は、市の土地であればもちろん

公園とし持続しますけども、民間からお借りしている場合でも、でき

るだけそれを相続して、売却になる前に流山市にまずお話をいただい

て、流山市が買えるようにという協定を結んで、お借りしているとこ

ろが多数あります。ただし、市街化区域で、開発されたときに木々が

一本も埋まっていないという開発が、かつては、横行していました。  

それではやはりも流山の資源があるいは価値がどんどん減っていく

ので、１９年前からですね、グリーンチェーン認定制度というものを

作って、接道面に対して、木を植えていいただく、それ住宅ですと、

その住宅を買われる方に優遇金利がある制度だとか、あるいは事業者

に対しては、グリーンチェーン認定制度の認定された物件ですってこ

とを広告に使ったりということで、この１０年ぐらいの分譲マンショ

ンは、もう今は言わなくても取ってくださいます。それから 、賃貸も

緑化をするマンションが多くなっています。分譲マンションについて

は、中古マンションの場合、グリーンチェーン認定のマンションと認

定でないマンションで、８年前ですが、１戸あたり約５００万円の差

が出ている。中古価格がですね。出てきているということが、もう調

査していただいています。そういうことで、できるだけ、そこの開発

ができ上がるまでに、緑を少しでも取り戻すという仕組みを作ってい

ます。協力をしてくださる事業者は増えているんですが、時折協力し

てくださらない方もいらっしゃるので、本当は、そういう協力をして

くださらない、緑が少ない、物件については、皆さんパスをしていた

だくと、流山市では緑をつけないと売れないと、いうことが広く定着

すると、うれしいと思っています。自然をできるだけ 、開発をして

も、少しでも緑を取り戻すという仕組みは作って、ご協力をいた だい

ています。以前よりは、もう本当に協力的な事業者ってのは増えてき

ています。  

それから、動物と触れ合う公園は、常設というのは今まで検討した
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こともないので、みどりの課でそういうことが検討課題として認識は

したいと思いますけど、今流山でですね、遠方の動物園で働いて いる

ご兄弟なんですが、流山市に今年戻ってこられて、ちょうど移動 小動

物園、出張動物園の事業を始める直前で、もうすでに流山市内の保育

園とか、いろんなところから要請を受けて、移動小動物園を、今まだ

準備中の段階でいろいろ動いていらっしゃいます。おそらくこの春か

らそういう事業を正式に始められると思います。  

例えば公共の公園、運動公園だとかですね、松ケ丘の触れ合い公園

とか、そういうところで、市の公園でやる場合は、みどりの課の方

に、予算をつけないといけませんが、そういったイベントは可能にな

ると思いますし、その方々は、流山を中心にして、広域で、動物に触

れ合う機会が、子どもが少なくなっているということで、危惧され

て、そういう事業を始められる方がちょうどいますので、その方々と

協力をして、市も、その事業を応援する意味もありますし、保育園だ

とか特定のところに関わっている方だけしか、その機会が得られない

のではなくて、流山市としても、関係を持っていければというふうに

思っています。例えば、松ケ丘の自治会のお祭りだとか、そういった

ときに、そういう方をお呼びいただいて、動物の種類は、バリエーシ

ョンがかなりあって、必要に応じて、ポニーだとか、いろんなものが

用意されるようですので、ぜひご活用いただければと思います。  

常設については、検討を要する課題です。  

 

Ａ  土木部長  

通学路の安全対策についてはですね、毎年、合同点検としまして、

危ない箇所について、学校からとか、いろんなところで上げてもらっ

て、警察とか、市教育委員会、あと P T A などを通して、現地の方確認

をさせていただいて、対策についてどうしていこうかという形があり

ますので、そちらの方情報いただければ、対策について講じていきた

いと思っています。  

カーブミラーについては、具体的な場所を教えていただいて、後日

ですね、現場の方を確認したいと思っていますので、よろしくお願い

します。  
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Ａ  市長  

本当にありがとうございました。  

また、たくさんの有意義なご提案をいただき、早速検討して実施で

きるものから、具体化していきたいと思います。  

 

 

以上  


